
市来小学校 生活のしおり 

 

 市来
い ち き

小学校
しょうがっこう

の「きまり」です。しっかりと守
まも

って，楽
たの

しい学校
がっこう

生活
せいかつ

が送
おく

れるようにしましょう。 

 

１ 登校・下校 

 〇 ７時
じ

３０分
ぶん

から８時に学校
がっこう

に着
つ

くように，登校
とうこう

しましょう。 

 〇 決
き

められた道
みち

である「通学
つうがく

路
ろ

」を必
かなら

ず通
とお

りましょう。 

 〇 正門
せいもん

から出入
で い

りしましょう。（特別な場合を除く。） 

 〇 登
とう

下校
げ こ う

のときは標準服
ひょうじゅんふく

を着
き

て，１年生
ねんせい

は黄色
き い ろ

帽子
ぼ う し

，２年生以上
いじょう

は赤
あか

帽子をかぶりましょう。 

 ○ 下校
げ こ う

時刻
じ こ く

を守
まも

り，教室
きょうしつ

に残
のこ

らず，さっと帰
かえ

りましょう。 

 

２ 校内でのすごし方 

 〇 遊
あそ

べる時間
じ か ん

は，２校
こう

時
じ

休
やす

み，昼
ひる

休みです。それ以外
い が い

の休み時間は，トイレをすませたり，次
つぎ

の

学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしたりしましょう。 

 〇 ろうかや階段
かいだん

では落
お

ち着
つ

いて行動
こうどう

し，「はさみ運動
うんどう

」を心
こころ

がけましょう。  

  ※ 「はさみ運動」 「は」・・走
はし

らない 「さ」・・さわがない 「み」・・右側
みぎがわ

通行
つうこう

 

 〇 昼休みの運動場
うんどうじょう

では，「使用
し よ う

学年
がくねん

のわりふり」にしたがって，仲
なか

よく遊びましょう。 

 〇 非常
ひじょう

階段
かいだん

，体育館
たいいくかん

のうら，校舎
こうしゃ

のうら・体育
たいいく

倉庫
そ う こ

では遊ばないようにしましょう。 

 〇 教室
きょうしつ

のベランダには出ないようにしましょう。 

 〇 購買部
こうばいぶ

の利用
り よ う

時間は，２校時休みです。できるだけ，おつりのいらないようにお金を持
も

ってき

ましょう。 

 〇 図書室
としょしつ

の利用時間は，授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

と昼休みです。 

 〇 用事
よ う じ

がないときは，特別
とくべつ

教室
きょうしつ

や職員室
しょくいんしつ

，他
ほか

の学級
がっきゅう

へは入らないようにしましょう。 

 〇 学校
がっこう

に必要
ひつよう

のないお金や物は持ってきません。 

 

３ 放課後・校外でのすごし方 

 〇 夏
なつ

は午後
ご ご

６時，冬
ふゆ

は午後５時には家
いえ

に帰
かえ

り着
つ

くようにしましょう。 

 〇 買
か

い食
ぐ

い・立
た

ち食
ぐ

い・歩
ある

き食
ぐ

いはしません。 

 〇 子どもだけで校区外
こうくがい

に出かけないようにしましょう。 

 〇 子ども同士
ど う し

で，お金や物を貸
か

し借
か

りしたり，あげたり，もらったりしないようにしましょう。 

 〇 自転車
じてんしゃ

に乗
の

るときはヘルメットをかぶり，決
き

められた範囲
は ん い

で乗りましょう。 

１～２年生・・公道を除く自宅周辺の安全な広場等  ３年生・・自宅周辺 

４～６年生・・校区内で安全に利用できる範囲 

 〇 夜
よる

９時以降
い こ う

は，ゲームやインターネット，SNSを使いません。 

 



★ 服装について 

  

★ 持ち物についての具体事例 

物品名 備考 

携帯電話 原則禁止。保護者からの要望に応じる。申請書を校長宛に提出する。 

ハンドクリーム 

リップクリーム 

原則禁止。保護者からの要望に応じる。使用にあたっては，担任または養護教

諭が対応する。 

シャープペンシル 使用禁止。鉛筆を使う。 

色ペン 学習に使う色ペンは３本までとする。 

メモ帳 必要なメモは生活帳やノートにする。 

マンガ・雑誌 学習に不必要。ただし，クラブ活動等で使用する場合は除く。 

トランプや将棋 雨天時など外で遊べないときは，担任の許可を得て持ってきてもよい。 

 

靴下 ・無地の物（標準服に準ずる白・紺・黒・グレーを推奨する）を原則とする。 

・長さは，足のくるぶしより上で膝より下の長さとする。 

・儀式的行事や運動会時は白靴下を着用する。 

運動靴 ・白を原則とする。 

髪留め ・華美でないピン，ゴムとする。 

冬場の服装 ・気候や体調に応じて標準服の下にセーターやトレーナー，ハイネックや長ズボン，

タイツ等を着用してよい（白・紺・黒・グレーを推奨）。 

・寒い時期の体育では，体育服の上からジャージ，ウインドブレーカー，トレーナー

等を着用してよい。下は通常の体育ズボンを基本とする。 

その他 ・６月中旬～１０月中旬を夏服，１１月中旬～５月中旬を冬服の目安とする。気温や

体調によって各自判断し着用する。 


